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発される。ECC による筋損傷では、第 1 試行目と比較し
て、第 2 試行目に同様の ECC を行った際の筋痛や筋損傷
の程度が減弱する反復試行効果(repeated bout effect)が
報告されている。我々はこれまでに 2 週、4 週間隔での反
復試行効果の持続について検討を行ってきた。反復試行効





【方法】F344 系雄性ラット 32 匹(12-16 週齢)を実験に供
した。ECC 処置の前後(無処置対象群; Cont 及び ECC 群)、
ECC 処置の 2 週後(post-ECC_2w 群)、ECC 処置の 4 週




ECC(200deg/sec)を合計 80 サイクル行った。ECC 群では
ECC の 48 時間後に TA を採取し、凍結組織切片作製用包
埋剤を用いて液体窒素で冷却したイソペンタンで急速凍
結した後、クリオスタットで凍結切片(10µm)を作成した。










【結果】TA 横断切片全領域において Cont 群では EBD+
線維はほとんど観察されなかった。ECC 群では平均 1700




























図 2 ECC 実施 2 週、4 週後の最大筋収縮張力 
 
【考察】電気刺激誘発性の ECC により誘発される筋線維




セスをたどる。本研究では ECC の 2 週後には EBD+はほ
とんど観察されず、中心核を有する筋線維が認められた。
最大筋収縮張力は 2 週後には 90%程度回復することが示






【結論】1 度目の ECC 実施 2 週目以降では、膜透過性が
亢進した筋線維は少なくなり中心核を有する筋線維数が
高値を示し、組織的な回復が認められた。同様に、ECC 実
施の 2 週間後には最大筋収縮機能は 90%程度回復するこ
とが示され、機能的な回復が認められた。 
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